
「平成 27年度第２回東北地域の農業分野における障害者就労促進セミナー」 

を開催しました 

 

農業及び福祉分野に携わる方に、障害者就労の取組事例や支援制度を紹介する

ことによって、障害者就労の場を農業分野に拡大することを目的として、平成 28 年２

月 23日（火）に、東北農政局主催による「平成 27年度第２回東北地域の農業分野に

おける障害者就労促進セミナー」を開催しました。農業者、障害者の就労支援に取り

組む事業所、団体、行政機関など 98名の方が参加しました。 

  

 

セミナー会場の様子 

 

【基調講演】 

テーマ： 「地域で取り組む農福連携 

～農業分野における障害者就労の全国的な展開と課題～」 

講 師：農林水産省農林水産政策研究所 研究員 小柴
こ し ば
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え
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                                     ○小柴研究員の基調講演 

全国的にみた農業分野での障害者就労の

現状、農業サイドからみた福祉との連携の必

要性、さらに全国各地の代表的な取組事例の

紹介をまじえ、障害者就労を促進するための

支援と仕組みづくりについて講演しました。 

 



【事例発表】 

① 株式会社アグリの里おいらせ 取締役 苫米地
と ま べ ち

 義之
よしゆき

 氏 （おいらせ町） 

    温泉熱を活用した観光農園をはじめ、農産物加工、直売所、レストラン等を

開設し、通年での観光入込客を確保することで農・観・福連携の実現と地域活

性化を両立している取組を発表しました。 

② 株式会社あすファーム松島 専務取締役 新沼
にいぬま

 史
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智
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 氏 （松島町） 

    震災復興地域において、新たに農業生産法人を組織して担い手不足や荒廃

農地などの問題解決に向けて事業を展開。障害者の新たな就労や農業を通じ

た地域活性化の取組を発表しました。 

③ 有限会社内外ファーム 常務取締役 山田
や ま だ

 彰一
しょういち

 氏 （山形市） 

    一つのビジネスモデルを提示しようと、造園業から農業分野に新規参入。就

業者の確保と安定経営の観点から、中山間地域における障害者の周年雇用

の取組を発表しました。 

             

          ○苫米地 氏         ○新沼 氏         ○山田 氏 

 

【支援制度の紹介】 

障害者の農業分野での就労の取組を支援する制度について、東北厚生局、

宮城労働局、宮城県及び東北農政局から情報提供しました。 

 

【質疑応答及び意見交換】 

会場から、新たに農業参入すると多くの設備投資がかかるがどう対応してい

るか？祝祭日に障害者の就労はあるか？などの質問が出されました。 

 

【相談コーナー】 

  セミナー終了後、相談コーナーを開設し、参加者からの相談に対して、農業関係

は東北農政局が、福祉関係は東北厚生局、宮城労働局及び宮城県障害福祉課

が相談内容へ対応しました。 


